
《SRA東北って？》

IR組織のはじめの一歩

今日訪問した大学、IRの組織は作ったらしいんだけど、

データ分析といってもどこから手を付ければ

いいか分からないって言っていてね。

IRの活動として何のためのデータを集めてどう分析していくか決

まっていないみたいだったよ。

そういうところ多いですね。

IR専門の教員の方が居られる大学は良いと思いますが、

急に大学の担当者だけで対応しようとしている大学では

よく聞く話です。

そういう大学だと、どんなデータを分析すべきかも

だし、そもそもの学内のデータを集めて

整理していくことも困難だよね。

でも、何らかの結果は求められると思うし。

学内データの収集って、案外ハードルが高いんですよ。

だから最初のとっかかりとしては文科省などから出ている

オープンデータを分析して、ベンチマークとなる

他大学と比較したりする大学も多いようですよ。

ただ、データの加工って、やはりそれなりのスキル
がないと難しいと思うんですよね。

面倒なのに
捕まってしまった
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各大学が求める内容を行うとしたら、個別のシステム

開発のような形で対応することはできるけど、それだと

結果としてそれなりに費用かかりますよ。

それよりは、学校基本調査などオープンデータを

データ加工して定型的なレポート形式で提供できる

仕組みを安価な定額サービスで提供した方が

お客さん喜ぶと思うんですよね。

特にIR組織の立ち上げたばかりの大学でもその方が利用

しやすいと思うんですよ。

なるほどね。

でも、どんな感じでサービス提供するの？

データをグラフなど使って分かりやすくできれば良い

けど、その前処理なんかは、俺も出来ないし。

そういうのウチのサービスで出来ないかな？

やるとしたら、結構大変？

ウチでデータ加工してレポート化したものを何種類

かクラウドサーバに準備するのがいいかと思います。

定期的にデータのメンテナンスは行う形にして。

そうすればお客様はデータ加工無しで

必要なデータを観れるようになりますね。
（鬱陶しいなぁ）

なるほど。大学もデータの加工・可視化よりも

分析に時間かけたいだろうし、それをサービ

スとしていこうか！
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筋トレ

始めたよ


